






第１問 

問３ 下線部①に関して，直径が d ナノメートルの真球形状の銀の微粒子を

つくったとする。ただし，1 ナノメートル（1 nm）＝ 10－7 cm である。

銀の原子半径は 1.4 × 10－8 cm， √2 ＝ 1.4，円周率はとする。また，

結晶中の最近接の銀原子は互いに接触しているものとする。 

 

 

（１） 銀の単位格子の一辺の長さは何 cm か。有効数字２桁で答えよ。 

 

解法① 

銀の単位格子の一辺の長さを aとする。 

   a = 
r×4

√2
 = 

1.4×10-8×4

1.4
 =  4.0×10-8

 

 

答 4.0×10-8 (cm) 

 

解法② 

銀の単位格子の一辺の長さを aとする。 

    a = 
r×4

√2
 = 

√2×r×4

2
 = 

1.4×1.4×10-8×4

2
=3.92×10-8 

 
答 3.9×10-8 (cm) 

 

 

 

 

 

解法



（２）銀の微粒子１個あたりに含まれる銀の単位格子の数を表す式を（１）

の答えを用いて求め，正しいものを次のア〜カから１つ選べ。 

 

ア 
πd3×103

48
     イ 

πd3×103

96
   ウ 

πd3×103

192
 

エ  πd3×103

384
    オ  πd3×103

768
    カ 

πd3×103

1536
 

 
 

(1)の解法①の答え[4.0×10-8 (cm)]を用いた場合 

銀の微粒子１個あたりに含まれる銀の単位格子の数 n 

＝真球形状の銀微粒子１個の体積÷銀の単位格子の体積 

n ൌ 

4

3
π×(

d

2
)
3

(0.40)3  = 
πd3×103

384
(個) 

答. エ 

 

(1)の解法②の答え[3.9×10-8 (cm)]を用いた場合 

銀の微粒子１個あたりに含まれる銀の単位格子の数 n 

＝真球形状の銀微粒子１個の体積÷銀の単位格子の体積 

n = 

4

3
π×(

d

2
)
3

(0.39)3  = 
πd3×103

356
(個) 

 

 

選択肢に正答無し 




